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　概要：2020年度からコロナ禍によって授業参観を実施できず，その代替措置として授業の録

画動画による参観が行われてきた。動画で授業参観した協力者の感想から，従来の動画による参

観は視点および画角が固定で画角外を見られず，受け身な印象を与えることがうかがえた。全天

球動画を HMD で視聴する VR授業参観では，自分で視点を変えられるため，従来の授業動画と

は違った効果が期待される。そこで本研究では，全天球動画を HMD で視聴する VR授業参観を

実施した。実施後の自由記述形式の授業参観で気づいたことを分析した結果，HMD によって臨

場感のある視聴や全方向観察しやすい視聴により，興味関心のある授業事象を主体的に捉えられ

るという効果や身体的負担などの課題が示唆された。
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１．はじめに
　授業参観は現職教員の授業研究や，保護者にとって

の児童生徒の状況把握等だけでなく，教員養成課程の

学生にとっては，自分が児童生徒（以下，学習者）で

はない立場で実際の教育活動を知ることができる意義

のある機会である。しかし，授業参観を実施するため

には，参観者が遠方であっても授業が行われるときに

リアルタイムにその場にいなければならないという，

時間的・空間的な制約がある。この問題を解決する代

替措置として授業の動画撮影や中継が行われることが

ある。この方法は，例えば著者らの大学では，2020

年度から新型コロナウィルス感染症蔓延防止の観点か

ら学校を訪問する授業参観を実施できない場合の措置

としても，時間的・空間的な制約を超えた授業参観を

可能にした。

　授業を動画撮影するにはビデオカメラが用いられる

が，カメラの画角に収まらない事象は撮影・中継する

ことができない。その問題に対して，広画角の全天球

動画を撮影できるカメラを用いることによって解決す

ることができる。さらに，そうした動画を視聴する機

器として，従来のコンピュータの平面ディスプレイだ

けでなく，Head Mount Display（以下，HMD）があ

る。HMD は視聴者の頭部に装着することで，目前に

Virtual Reality（以下，VR）空間を映し出し，没入感

と臨場感のある映像体験ができる。

　この広画角の全天球動画で撮影した授業動画（以下，

全天球授業動画）を用いた先行研究として，例えば小

野寺（2020）は授業分析プログラムを開発し，現職教

員と学生間で授業を観察する際の注視点の違いについ

て報告している。また瀬戸崎ほか（2016）は，全天球

授業動画を利用して協働学習を記録する授業観察シス

テムを開発し，評価を行っている。評価の結果，非言

語的な振舞いや，グループ活動における詳細を観察す

ることが可能であり，振り返りのシステムとしての有

用性が示唆された。

　これらの研究では，いずれも平面ディスプレイ上で

全天球授業動画が再生され，平面ディスプレイ上で再

生される全天球授業動画の有用性が示された。さらに

近年では，平面ディスプレイではなく HMD で VR視

聴することにより，より臨場感を高める効果を指摘す

る研究が行われている。

　例えば，杉本ほか（2019）は，医療現場において，

VR などによる臨場感のある遠隔医療や手術シミュ

レーション・トレーニングを進めている。また，櫻井
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るようにした。

　調査の協力者は，教員養成課程の１年生21名であ

り，調査は2021年７月に実施した。

２.２．実施手順
　あらかじめ，実施の前時及び当日の２回にわたり口

頭で協力者に調査の目的や実施内容について説明をし

た。後述するように，PC での視聴と HMD での視聴

の２つに協力してもらうことと，その際に強制参加

ではなく，いつでも辞退でき，データは匿名で処理し，

個人情報として扱わないことを説明し，協力者が納得

したうえで視聴を協力してもらった。

ほか（2018）は，テレワーク下においても VR によっ

て臨場感を生むことで，疎外感なく主体的に仕事を進

めるような取り組みを行っている。こうした臨場感を

重視した視聴体験の価値が注目されていることを受け，

岡本ほか（2021）は，教員養成課程の学生の授業参観

において，従来の授業動画の視聴に対して全天球授業

動画を HMD で視聴する授業参観（以下，VR授業参観）

を試行し，学生に対するアンケート調査の定量的な分

析により，授業動画でも VR視聴することで臨場感が

出る可能性を示している。しかし，具体的な授業参観

の質の違いについては考察されていない。

　今後，教室での直接的な授業観察・参観に加えて，

感染症対策としてだけでなく，VR授業参観を多様な

授業観察・参観を提供する手段の１つとして有効活用

するためには，VR授業参観の効果や課題を明らかに

することが求められる。そこで本研究では，教員養成

課程の学生の授業参観において，VR授業参観がどの

程度臨場感をもたらすのか，またそうした授業参観の

方法による効果や課題を分析することを目的とした。

　なお，質についての定義が難しいが，本研究では授

業動画により観察することができた「気づき」に注目

した。今回は研究目的に即して，HMD動画としての

気づきを対象とした。

２．研究の方法
２.１．全天球授業動画の撮影および視聴環境
　撮影用の360度カメラは RICOH社の THETA Z1を

用い，VR視聴するための HMD は Meta社の Oculus 

Quest 2を使用した。

　「技術科教育実践研究」における授業参観の補完と

して，授業動画を撮影する必要があったため，撮影対

象とした授業は，中学校技術・家庭科技術分野（以下，

技術科）とした。授業内容は「光と温度を適切に制御

した栽培装置の設計」である。この授業の流れと内容

を表１に示す。

　カメラの設置位置について，板書や大型提示装置に

示された内容が視認でき，教員や生徒の動きをすべて

捉えやすく，かつ授業者や生徒の妨げにならない撮

影位置を検討し，図１に示す教室前方の黒板と大型

提示装置の位置にカメラを設置した。撮影した動画

を変換用ソフトウェアにて全天球動画に変換した後，

YouTube にアップロードし，限定公開にて視聴でき

表１　授業場面と内容

図１　撮影した教室内のカメラの位置
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　実施手順について，まず，HMD で全天球授業動画

を見せる前に，授業動画ではないサンプルの全天球

動画を利用して HMD で視聴させた。これは，事前に

HMD での視聴を体験させることで，協力者に HMD

の操作や VR視聴に慣れさせ，協力者の興味関心が

VR や HMD に過度に向くことを軽減し，授業動画に

集中させることをねらいとした。その後，平面ディス

プレイにて全天球授業動画を視聴させた。その上で，

これと同じ全天球授業動画を HMD で VR授業参観さ

せ（図２），アンケート（岡本ほか2021）に回答させ

た。その際，目の疲れや体調不良等を感じたら各自の

判断で自由に視聴の中断や再開をして良いことを説明

し，同意を得た。その後，自由記述形式で VR授業参

観によって気づいたことを記述させた。

　授業参観で気づいたことの記述については，テキ

ストマイニングソフトである KH Coder（樋口2002）

を用いて集計・分析することとした。

図２　HMDによる視聴の様子

２.３．授業参観で気づいたことの記述の分析方法
２.３.１．データの前処理
　授業参観で気づいたことの記述を KH Coder で分

析する際に，前処理として「今回」「思う」という用

語を除外した。「今回」という用語は多数頻出してい

るが，分析対象として意味のないものと捉えた。さら

に「思う」という用語は，全ての用語に掛かるため，

分析対象から外した。

２.３.２．データの処理手順・方法
　前処理と，前処理を実行した後の処理手順を表２に

示す。

　手順１で階層的クラスター分析（以下，クラスター

分析）を実施する。クラスター分析によって，出現パ

ターンの似通った語の組み合わせを探索し，分析結果

としてデンドログラムが図示される。クラスター分

析をする際に，方法・最小出現数・距離を設定するこ

とができる。この設定値について，村本ほか（2021）

は，自由記述で得た回答の分析において総抽出語数が

7,354語に対して，クラスター分析の設定値を「方法：

Ward法，最小出現数：10，距離：Jaccard係数」と

している。本研究における回答の総抽出語数は7,614

語とほぼ同等であったため，本分析においても同様に，

クラスター分析の設定値を「方法：Ward法，最小出

現数10，距離：Jaccard係数」とすることが妥当で

あると判断した。

　手順２では，階層的クラスター分析の結果を踏まえ

て，回答の中から最も特徴的なクラスターについて深

く分析するために，各クラスターの用語の頻出数を合

算して，用語数で割った平均値を算出する。

　手順３では，手順２で算出した最大平均値のクラス

ターを特定する。

　手順４では，選出したクラスターの各用語にコロ

ケーション統計を実施する。表３は，「使う」という

用語を抽出した際のコロケーション統計した例になる。

コロケーション統計とは，特定の用語の前後にどのよ

うな語が多く出現したかを集計したものであり，回答

内で抽出語がどのように用いられていたのかという

文脈を探る際に用いる（樋口2020）。表３に示してあ

るスコアは，ある用語を中心として１つ左（もしくは

右）に位置する場合，１が加算される。２つ左（もし

くは右）に位置する場合は１を２で除した数値を加算

し，３つ左（もしくは右）に位置する場合は１を３で

除した数値を加算していくというように，１つ隣に位

置が移動するたびに，離れた数値分で除した数値を加

表２　データの処理手順
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算していく。そして，最終的に合算した数値がスコア

として表示される。

　手順５では，除外する規則（表４）を定め，コロケー

ション統計にてスコアが最大であったものを選出す

る。除外する規則とは，スコアが最大だとしても，用

語として分析対象には不向きなものとして決めた４つ

の除外規則である。１つ目は，通常行うような行為

（「動画―見る」）を除外する。２つ目は，ひとつの用

語（「YouTube―動画」「動画―視聴」「授業―参観」）

として意味のあるものは除外する。３つ目は，否定助

動詞「ない」と関係のある用語において（例えば，「感

じる－ない」など），左側に「ない」が掛かっている

場合は除外する。４つ目は，用語同士が重複した場合

は片方を除外する。例えば，「授業」でコロケーショ

ン統計を実施した場合，「見る」が関係する用語とし

て抽出される。次に，「見る」でコロケーション統計

を実施した場合，「授業」が関係する用語として抽出

される。この場合，どちらかが中心となるだけの違い

でスコアが同じとなり，一方を対象とすればいいため，

片方を除外する。

　手順６では，手順５で分析対象となった回答に対し

て，神戸ほか（2012）に倣って，コーディングとカテ

ゴライズを行う。コーディングは「データの切片化」

と「ラベリング」の２段階からなる。データの切片化

は，文章を意味の切れ目で分割する手続きである。ま

た，ラベリングは，切片化されたデータの内容を端的

に表すラベル名を付与する手続きである。具体的には，

切片化したデータに，プロパティ（特性）とディメン

ション（次元）をつけ，さらにプロパティとディメン

ションを端的に表現するラベル名を付与する。以上が

コーディングである。その後，ラベル名を手掛かりに，

類似したものをまとめ，カテゴリとして整理する（カ

テゴライズ）。

　以上の手順に沿って，客観性の観点から第１著者と

第２著者の２名で協議しながらデータの処理を行った。

３．結果
　授業参観で気づいたことの記述は協力者21名中

19名から回答が得られ，すべてを分析対象とした。

３.１．分析対象とするクラスターと用語の結果
　データの処理手順１の結果を図３に示す。そして，

データの処理手順２～３の集計結果について，表５
に示す。最も平均値が高いものは，クラスター１の

49.8となったため，このクラスターに含まれる用語

を分析対象とした。そして，データの処理手順５に

おいて，最終的に分析対象とした用語を表６に示す。

表６は分析対象とした用語を中心として，関連する用

語がどこに位置するかを示している。例えば，「使う

―VR」では，「使う」という用語を中心として，「VR」

という用語が２つ左側に７つ，３つ左側に１つある文

が検出された，ということになる。このことから，こ

の例の場合，VR を使った上での効果について触れて

いる文を取り上げることができる。

３.２．授業参観で気づいたことのテキスト分析
　表７は分析対象とした用語と関連する用語で取り出

した文を示したものであり，該当する部分に下線を引

いた。これらの文から，HMD での視聴による効果や

注意点に関連する内容を取り出すことができた。また，

表３　抽出語「使う」のコロケーション統計結果例

表４　処理手順４の除外規則
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記述の中で平面ディスプレイでの視聴と比較して記述

されている箇所をゴシック体で示した。

３.３．授業参観で気づいたことの全体集計結果
　分析対象とした語句とその関連語句が含まれる文は

36文であった。36文を切片化したところ，61の記述

に分割された。このうち「今回の講義では，HMD を

用いて YouTube動画を見ました」や「今回の授業で

HMD を用いて授業の動画を見て，気づけたことは大

きく２つある」といった，授業参観で気づいたことを

表しているわけではないものを除くと，51の記述が

残った。

　これらにラベリングし，ラベル名を手掛かりにカテ

ゴライズした結果，13のカテゴリが生成された。生

成されたカテゴリと，該当する記述の個数を図４に示

す。

図３　階層的クラスター分析の結果 表５　階層的クラスター分析の結果と頻出数

表６　分析対象の用語と関連する用語
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　全13のカテゴリのうち，該当する記述が最も多かっ

たものは「臨場感」であった（13個，25.5%）。次いで，

生徒の状況把握のしやすさ（11個，21.6%），目の疲

れ（５個，9.8%）と続いた。その他４件以下の記述と

しては，HMD で視聴したことに対する長所が各協力

者の言葉で記述されていた。目の疲れや酔いという課

題が述べられる一方，HMD での授業動画の内容に対

するネガティブな記述は表出していなかった。

４．考察
　図４に示したカテゴライズの集計結果において，臨

場感について直接触れられている記述に加えて，臨場

感が間接的に影響していると考えられるのは「生徒の

状況把握がしやすい」といったことや，表出数として

は少数であるものの「教師の疑似体験」「授業参観の

疑似体験」「教師の状況把握がしやすい」が挙げられる。

　また，表７にてゴシック体で示した平面ディスプレ

イでの比較として書かれている文章が多いことを踏ま

えると，HMD での授業動画視聴の大きな特徴として

「臨場感」が挙げられると考察できる。

　そして，個別の気づきとしては，「全方向観察しや

すい」ことで，「生徒の状況把握がしやすい」ことと「教

師の状況把握ができる」ことが挙げられたのではない

かと考えられる。HMD を利用すると首を振るだけで

視点が変わることで臨場感が生まれ，協力者にとって

は撮影された授業動画を見せられているという感覚で

はなく，自分で気になったり，興味関心を持ったりし

た授業事象を主体的に捉えようとする作用が見られた

と言えよう。

　「教師の疑似体験ができる」という記述については，

本研究でのカメラの設置位置が教室前方の教卓横であ

り，目線が教師の高さと同じくらいであったため，教

表７　HMD授業参観での気づきをテキスト分析した結果
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師としての疑似体験になったのであろう。

　その一方で，VR視聴における目の疲れは５件，酔

いは４件の記述が見られたことから，休憩を適宜入れ

ながら視聴するなどの配慮が必要である。

５．結論と今後の課題
　本研究では，中学校技術科の授業を撮影した全天球

授業動画を HMD で視聴する VR授業参観を実施した。

そして，先行研究での定量的な考察に加えて，本研究

ではテキストマイニングを用いて「気づき」に関する

自由記述を分析した。

　本調査の範囲では，HMD による VR授業参観には

臨場感があり，生徒や教師の状況把握がしやすいこと

が示唆された。また，自分の見たい向きを観察できる

ため，自分の興味関心に合わせて主体的に授業を視聴

していたことが示された。

　今後は，コロナ禍のような教室に入れない場合の緊

急代替策や，時間的・空間的な制約が無い授業参観方

法という表面的な方法論だけでなく，授業動画の特性

でもある繰り返し視聴できること，一時停止や早戻し

して視聴できる特長を活かして授業参観の質的な価値

を高める内容論の議論が求められる。そのことに加え

て，VR授業参観ならではの効果として，視聴者の主

体的な参観や，臨場感をもった授業参観が期待できる

ため，より効果的な授業参観の手法として位置づける

ことができる。しかし，本研究の範囲は，授業参観で

気づいたことの記述だけにとどまっているため，他の

評価指標や尺度について考察する必要がある。

　一方VR酔いや目の疲れなど体への負担を配慮する

ことが課題として明らかになった。今後HMD の解像

度やリフレッシュレートの向上に加え，授業動画自体

の高解像度化に応じて，本研究の効果を継続的に検討

していく必要がある。

付記
　著者貢献について，全体の統括を岡本と安藤が，附

属中学校の授業設計と実践を古内が，データの分析を

岡本と板垣が行った。また，本学の利益相反マネジメ

ント規程に照らし，これに該当する行為を行っていな

いことを付記する。
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